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ヨーロッパで提唱された ���� (� !" #$%
�$#&'$()�*+$(�,(-$()) は大腸癌手術患者の
術後回復能力強化プログラムであり, .//0年のコ
ンセンサスレビューで用いられた図が有名である
(図1)2)｡ 近年本邦にも導入され, 徐々に実臨床
で行われるようになってきた.34)｡ 今回, 大腸癌周
術期の栄養管理において, ����の各種プログ

ラムを導入し, その効果を検討したので報告する｡
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./22年より./25年6月までに経験したイレウス
を併発していない大腸癌70例 (ただし �8でス
トーマ造設例は除く) を対象とした｡ いずれも腹
腔鏡補助下手術を行い, 後述する����に基づ
く周術期管理を施行した群 (����群：9/例)
と施行しなかった群 (対照群：40例) に分け, 術
後経口摂取開始時期, 歩行開始時期, 術後合併症,
術後在院日数を検討した｡
統計学的解析には, +検定を用いて:＜/;/0の
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【目的】大腸癌周術期管理に����を導入しその効果を検討した｡
【対象と方法】./22年より./25年6月までに経験した大腸癌70例を対象とし, ����に
基づく周術期管理を施行した群 (����群) と施行しなかった群 (対照群) に分け, 術
後経口摂取開始時期, 歩行開始時期, 術後合併症, 術後在院日数を検討した｡
【結果】術後経口摂取時期および歩行開始時期は����群で対照群に比べて有意に早かっ
た (:＜/;/0)｡ 術後合併症は ����群でK例に麻痺性イレウスを認め, 対照群でL例
(��M6例, 肺炎K例, 麻痺性イレウスN例：重複含む) に認めた｡ 術後在院日数は
����群で平均7;4日であったが, 対照群では2/;0日と有意に長かった (:＜/;/0)｡
【結語】大腸癌周術期管理における����の導入は有用である｡
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